
(資料　４）

　
平成２３年度　みどり景観課所管の事業概要 （単位：千円）

概算予算額

1 みどりの基金 982

歳

・寄附金 500

・利子 482

入 ※　参　考

みどりの基金　平成22年度末残高 99,188,762 円

1 花と緑の景観まちづくりコンテスト（みどりの基金を充当） 275

・応募対象者 団体、グループ又は個人

歳

・応募期間

・報償品等 　

※平成22年度実績　　22グループ等

2 花と緑のわがまちづくり助成金（みどりの基金を充当） 6,000

・助成対象者

・助成額 １対象者につき年80,000円以内

・応募期間 ４月１日（金）～５月６日（金）

・助成金 6,000千円

※平成22年度実績　　88件　4,518,008 円

出 3 春・秋緑化フェアー 1,843

目的：都市緑化の普及、啓発

内容：緑の体験教室、10周年記念講演、コンテスト表彰式等

参加予想人数：春・秋・・・3000人

ボランティア参加人数：春・秋…約200人

・報償費

・保険・雑踏警備等

4 月例講習会 280

目的：講習会を通して花や緑への関心を高め、市内を花い

っぱいにします。

内容：寄植教室、フラワーアレンジメントや講座型講習会

回数：40回程度

参加人数：約1,000人

・講師謝礼等

(※講習会参加負担金　　　　　 84 千円)

事　項　等　説　明

・応募部門

　本市における緑の都市環境の創造及び保全を図る事業の資金
に充てるために設置しています。

自治会、管理組合、事業所、緑化グループなど

　花と緑につつまれた美しいまちとなるよう、公園や学校等の
公共的な場所や道行く人々の目にふれることができる場所で取
り組まれている「公園の緑」、「まちなかの緑」や「庭先・ま
ちかどの緑」を対象にコンテストを開催します。

コミュニティ部門、学校部門、事業所部門、個
人・住宅部門の４部門

４月１日（金）～７月３１日（日）

　まちなかに草花等を植栽し、花と緑と自然のまちづくりを推
進する自治会等に対し助成します。

 
基金等

 
花のまちづくり
センター所管分
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概算予算額事　項　等　説　明

5 花好き・自然好き市民交流サロン 46

・花好き・自然好き市民交流サロン用消耗品等

1 生駒市緑の市民委員会 547

　

・謝礼等  

歳 2 生垣助成補助金（みどりの基金を充当） 1,000

・ 20 件×50,000 円  　

※平成21年度実績　　17件　758,000 円

※平成22年度実績　　11件　523,000 円

3 保護樹林・保護樹木制度補助金 （みどりの基金を充当） 990

・ 12本×20,000円 　

・ 3ヶ所×50,000円 　

・ 看板　480,000円 　

出 4 樹林地バンク制度（みどりの基金を充当） 40

・自然生態アドバイザー派遣 　

5 ボランティア養成講座（みどりの基金を充当） 835

・講師謝礼等 　

6 市民の森事業（みどりの基金を充当） 5,251

・ワークショップ運営等業務他 　

　花好き市民・自然好き市民の地域、世代、得意分野を越えた
交流や情報交換の場

　樹林地の所有者と樹林保全活動グループを繋ぎ、樹林保全活
動グループによる市街化区域内の民有樹林の保全を進め、市内
の優良な樹林を次世代に引き継ぎます。

　市が一定期間、市街化区域内の樹林の所有者から土地を借り
あげ、樹林を整備した上で広く市民に憩いの場として開放し、
利活用してもらうことにより、まちなかの貴重な緑を保全する
とともに、緑を大切にする心の高揚を図ることを目的としてい
ます。

　市民と行政が協働し、本市の緑の都市環境を保全及び創造す
る施策を総合的かつ計画的に推進するために設置しています。

　市街化区域内で生垣を設置する者に、その経費の一部として
予算の範囲内で助成金を交付しています。

　生駒市保護樹木等指定要綱により指定された保護樹木等の保
護及び育成を図るため、予算の範囲内において補助金を交付し
ます。

　地域で花とみどりのまちづくりを実践するボランティアを養
成することを目的としています。花と緑の講座に分かれて各分
野の専門家から基礎を学んだ後、全体で花とみどりを軸とした
都市風景の考え方などを講義と実習を交えながら学習します。

みどり景観課
所管分

（緑化推進係）


